
（別紙４－２）

事 業 所 名   ： 高齢者グループホームみずばしょう

作　 成　 日　 ：　令和　３　年　４　月　１１　日

市町村受理日：　令和　３　年　４　月　１２　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 1

理解度や認知度、実行性に個人差が生じている現
状があり、十分にケアに生かされているかと言うと不
十分な部分が見られる。

ケア理念のもとに入居者の生活の質を高めてい
くことができるようになる。

定期的なケア理念の見直しや確認を行い、ケアプラ
ン作成時などに支援の方向性としてしっかりと認識
し支援内容を検討していく。

1年

2 36

身体拘束廃止に向けた取り組みは行っているが、理
解度には個人差があり継続した取り組みが必要な
状況である。また、外部研修の機会も得られないた
め事業所内での勉強会等の実施が必要。

身体拘束廃止についての理解度を深め、日常生
活における支援の方向性にその視点が持てるよ
う意識づけを行っていく。

内部研修を実施し職員の理解度や周知度を高め支
援につなげていく。

1年

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画

合同会社　ｍｏｃａｌ


